
7社のファイナリストから、株式会社カケハシがグランプリを受賞。

JHeC2019 コンテスト結果①（ビジネスコンテスト部門）
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グランプリ 調剤薬局の薬剤師向け服薬指導支援ツール「MUSUBI」／
株式会社カケハシ

あらゆる患者の生活習慣病の重症化予防や、残薬削減の支援をサポー
トするための、調剤薬局・薬剤師向けのサービス。医療現場での無駄を
省き、医療費の削減に貢献する。

優秀賞

医師同士のオンライン医療相談サービス「AntaaQA」／
アンター株式会社

処置や治療に困ったときに他の専門医に相談できるサービス。医師同士
が互いに質問を投げ合い、受け答えが可能。医師間のやり取りを効率化
し、「医療体制を整える一助となる」ことを目指す。

人工知能と介護サービス情報プラットフォームを融合したケアマネジ
メントシステム開発事業／
株式会社ウェルモ

地域包括ケアに必要な情報を蓄積・分析し、利用者のニーズに応じた介
護サービスの提案をすることができる。個人の知識量や情報量に左右され
ない介護の提供を目指す。

集中治療専門医集団による病院向け遠隔集中治療支援サービ
ス（Tele-ICU）／
株式会社T-ICU

集中治療を専門としない医師がビデオ通話を通じて集中治療専門医に
アドバイスを受けられる病院向けサービス。集中治療の提供体制改善へ
寄与する。

人生百年時代を拓く“脳機能維持”のための未病ソリューション／
株式会社NeU

超小型脳活動計測装置により、微弱な近赤外光を使って脳の血流量
変化を計測することで脳活動を見える化できる。脳活動を計りながら脳を
鍛えるサービスと併用することで、認知症にかかる医療費削減を狙う。

国内初「日中の眠気の改善・マネジメント」で企業成長を支援！
組織と個人を両面から支援する「唯一無二のハイブリッド式睡眠改
善プログラム」／
株式会社ニューロスペース

マットレスの下に敷いて睡眠を計測できるデバイスと、睡眠データを基に改
善のためのアドバイスをしたり眠気を予測したりするスマートフォンアプリを活
用する睡眠ソリューション。認知行動療法を基にした睡眠改善プログラム
として法人向けでの導入を狙う。

自宅でできる！遠隔管理型心臓リハビリテーションシステム「リモハ
ブ」／
株式会社リモハブ

クラウドを経由して患者の自宅と医療機関をつなぎ、自宅にいながら心臓
リハビリテーションを受けられるシステム。国内実施率10％という心臓リハ
ビリテーションにおいて、患者の通院および金銭的な負担を軽減する。

ファイナリスト概要（ビジネスコンテスト部門）



3名のファイナリストが登壇。（2019年アイデアコンテスト部門は優秀賞のみ）

JHeC2019 コンテスト結果②（アイデアコンテスト部門）
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優秀賞

嚥下障害リハビリの質を高める誤嚥検出センサーデバイスおよびア
プリケーションの開発／
原陽介氏（東北大学）

ウェアラブルセンサーと医療用のアプリを提供することで、誤嚥の発生を簡
便かつ高精度で検出する手法を考案。胃ろう増設や長期入院を回避す
ることに寄与し、医療費削減に貢献する。

アート＆デザインからワクワクできるヘルスケアをつくろう」／
丸山亜由美氏（トリプル・リガーズ合同会社）

ヘルスケア用品等において「デザインの力」で魅力的な商品・サービスとす
ることで、商品価値の向上や、多くの人が予防や治療を楽しめる世界の
実現を目指す。

緑内障視野欠損簡易発見VR／
木野瀬友人氏（デジタルハリウッド大学院デジタルヘルスラボ）

VRヘッドセットを利用し、VRゲームのようなコンテンツを通して緑内障の視
野欠損を簡易的に発見し、早期介入に繋げる。緑内障の潜在患者を
見つけ出し、失明患者の発生率低減への貢献を目指す。

ファイナリスト概要（アイデアコンテスト部門）



1. JHeC2019グランプリ受賞者の概要
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【当日のプレゼンの様子】



2. JHeC2019優秀賞受賞者の概要 ビジネスコンテスト部門（1）
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3. JHeC2019優秀賞受賞者の概要 ビジネスコンテスト部門（2）
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4. JHeC2019優秀賞受賞者の概要 ビジネスコンテスト部門（2）
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5. JHeC2019優秀賞受賞者の概要 アイデアコンテスト部門（1）
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6. JHeC2019優秀賞受賞者の概要 アイデアコンテスト部門（2）

18


	スライド番号 12
	スライド番号 13
	スライド番号 14
	スライド番号 15
	スライド番号 16
	スライド番号 17
	スライド番号 18
	スライド番号 19

